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 要旨  
 
 本研究の目的は，きわめて少ない項目数からなる自尊感情の測定尺度を新
たに開発し，その信頼性・妥当性を確認することである。  
 自尊感情とは，自己概念と結びついている自己の価値と能力の感覚，自己
概念がどれくらい肯定的に知覚されているかというその特性や質の程度，を
意味する。自尊感情は基本的に 1 次元の構成概念としてとらえられるが，そ
の中には，自己への評価および有能感・効力感・統制感を意味する“評価的
側面”と，自分自身を肯定的にとらえて自己受容できるかどうか意味する“受
容的側面”の，2 側面が存在する（Tafarodi & Swann, 1995）。  
これまでの心理学・社会科学の多くの研究において，自尊感情は個人の社
会的な適応や精神的健康の指標とみなされてきた。たとえば，自尊感情と抑
うつや不安といったネガティブ情動の間には負の相関関係があり，反対に，
人生への満足度や幸福感といったポジティブ情動との間には正の相関関係
が報告されている（Donnellan, Trzesniewski, & Robins, 2015）。しかし近
年では，自尊感情の高低と適応の間に単純で固定的な関係性を想定すること
は疑問視されている。たとえば，高い自尊感情には自己愛性人格障害と共通
する特徴も併存しており，低下した自尊感情を取り戻すためには，他者への
攻撃や，自律の失敗といった不適応行動がみられるとの指摘がある
（Baumeister, Campbell,  Krueger, & Vohs, 2003）。  
 このような過去の自尊感情研究における知見の齟齬は，自尊感情の“特性”
ならびに“状態”に関わる研究間の問題であると見直すことが可能である。
自尊感情は，特定の出来事の経験や状況によって変化する状態自尊感情
（state self-esteem）と，時間や状況を通して比較的安定した特性自尊感情
（ trait self-esteem）に分けられる。つまり，自尊感情と適応の関係性を指
摘する研究は，安定的な“特性”について，逆に自尊感情と不適応の関係性
を指摘する研究は，変化する“状態”について，それぞれ言及していたので
ある。  
 近年，きわめて少ない項目数からなる心理尺度の開発および信頼性・妥当
性の確認が盛んである。1 項目や 2 項目の超短縮版とも呼べるような心理尺
度は，多様な年代の対象者・さまざまな調査手法などを越えて，広く利用し
やすい。そこで本研究では，きわめて少ない項目数で，状態–特性自尊感情
をそれぞれ測定できる新たな自尊感情尺度を開発し，その信頼性・妥当性を
検討する。  
少数項目の心理尺度において，測定の妥当性を確保するための最も合理的
な項目の表現や数を決定する際には，自尊感情を測定する理論的立場を明確
にすることが重要である。本研究では，自尊感情を 2 側面からとらえる立場
に立ち，評価的側面（ “自分にはいろいろな良い素質があると思う ”）と，受
容的側面（ “自分のことを好ましく感じる ”）の 2 項目からなる，2 項目自尊
感情尺度（Two-Item Self-Esteem scale: TISE）を提案する。  
 2 項目自尊感情尺度の信頼性・妥当性を多方面から検討するために，本研
究では，多様な種類の対象・方法を用いて調査を実施する。研究 1 と研究 2
では特性自尊感情の測定について，研究 3 と研究 4 では状態自尊感情の測定
について検討する。具体的な検討の方法として，研究 1 では大学生を対象と
した集合法による質問紙調査をおこなった。研究 2 では一般成人を対象とし
た郵送調査および Web 調査をおこなった。研究 3 では大学生を対象として
実験的シナリオによる質問紙調査をおこなった。研究 4 では一般成人を対象
とした日記式調査法による Web 調査をおこなった。  
調査結果から，まず特性自尊感情の測定について，2 項目自尊感情尺度に
は十分な内的一貫性と再検査信頼性がくり返し確認された。再検査信頼性は
複数のサンプルを対象として，多様な調査間隔にて確認することができた。
併存的妥当性は，Rosenberg 自尊感情尺度や，自己好意／自己有能感尺度を
基準として十分に確認された。構成概念妥当性は，有能感と主観的 well- 
being の視点からくり返し確認された。次に状態自尊感情の測定について，
2 項目自尊感情尺度には十分な内的一貫性が確認された。また実験的シナリ
オによる質問紙調査では，同一人物内では，同一場面において同程度の状態
自尊感情がみられる，という点での再検査信頼性が 2 週間の間隔をおいて確
認された。  
 本論文で開発された 2 項目自尊感情尺度は，きわめて少ない項目数で，状
態–特性自尊感情の両視点から，自尊感情の測定が可能なツールである。今
後の自尊感情研究において，特に適応／不適応との関係性について，新たな
発見と重要な知見の蓄積が期待できる。  
 
  
